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第 1 章

はじめに

• オンラインヘルプの使用, 1 ページ

• 関連資料, 1 ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, 1 ページ

オンラインヘルプの使用
ManagerAssistantのインターフェイスは、ManagerAssistantユーザインターフェイス内のほとんど
のウィンドウでタスク指向の状況依存ヘルプを提供します。ヘルプにアクセスするには、[?]ボタ
ンをクリックするか、またはコンソールの上部にあるメニューバーの [ヘルプ]をクリックしま
す。

ヘルプウィンドウを開いた後、[検索]をクリックすると、ガイド全体をキーワードで検索できま
す。（オンラインヘルプの一部のバージョンでは検索機能が動作しません）。

ガイド全体の PDFを表示するには、[PDFの表示]をクリックしてください。

関連資料
詳細については、次の URLの Cisco Unified IP Phoneのマニュアルを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガイド
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『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。 RSSフィードは無料サービスです。シスコは現在、RSSバージョン 2.0をサポー
トしています。
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第 2 章

始めに

• 始めに, 3 ページ

• Manager Assistantの概要, 3 ページ

• 共有回線モードとプロキシ回線モードの概要, 4 ページ

• マネージャの電話機でのモードの識別, 5 ページ

• Assistant Consoleでのモードの識別, 6 ページ

• 他言語のサポート, 6 ページ

始めに
Cisco Unified Communications Manager Assistantアプリケーション（Manager Assistantと呼ばれま
す）には、コールルーティング機能に加え、マネージャおよびアシスタントがより効率的にコー

ルを処理できるようにするためのコール管理機能が用意されています。

アシスタントおよびマネージャは、Cisco Unified CommunicationsManager IP Phoneネットワークの
内部および外部から大量のコールを受信します。CiscoUnifiedCommunicationsManagerネットワー
クには、最大で 3500人のアシスタントと 3500人のマネージャ（合計で 7000ユーザ）を設定でき
ます。

Manager Assistant の概要
Manager Assistantのフレームワークでは、マネージャ、アシスタント、およびAssistant Consoleの
3つの主要なコンポーネントを理解することが重要です。これらのコンポーネントの詳細を次に
示します。

•マネージャ：その着信呼がインターセプトされてアシスタントにリダイレクトされるユー
ザ。マネージャは、1人以上のアシスタントによってサポートされます。マネージャは、[マ
ネージャの設定]ウィンドウで機能を設定してCiscoUnified IPPhone上で直接ManagerAssistant
を使用することも、初期設定を設定するようにアシスタントに要求することもできます。

Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガイド
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•アシスタント：マネージャのためにコールを処理するユーザ（たとえば、マネージャのアシ
スタント）。1人のアシスタントは最大33人のマネージャをサポートできます。マネージャ
宛ての着信呼をインターセプトしてアシスタントにリダイレクトする操作は、自動的に行う

ことも手動で行うこともできます。アシスタントは、コールを、応答、転送、即転送、およ

び管理できます。

• Assistant Console：アシスタントは、自分のコンピュータでこのアプリケーションを使用し
て、次に示すほとんどのManager Assistant機能を実行できます。

◦発信、応答、転送、保留、終了、即転送、またはコールへの会議参加者の追加

◦マネージャのコールアクティビティおよび機能ステータスのモニタ

◦マネージャ機能の有効化または無効化

◦マネージャ機能の設定

共有回線モードとプロキシ回線モードの概要
Manager Assistantは、共有回線モードとプロキシ回線モードの 2つのモードで動作します。利用
できる機能は、システム管理者によって選択されたManager Assistant設定モードに基づきます。

Manager Assistantの使用を開始する前に、システム管理者によってどちらのモードが選択され
ているかを識別している必要があります。そのためには、[マネージャの設定]アプリケーショ
ン画面を確認します。

（注）

•共有回線モード：[サイレント]オプションのみが画面に表示されます。

•プロキシ回線モード：複数のオプションが画面に表示されます。

共有回線モードでの Manager Assistant の使用
システム管理者によってManager Assistantが共有回線モードに設定されている場合、マネージャ
とアシスタントは電話番号（たとえば、8001）と回線を共有します。 8001にコールが着信する
と、両方の電話機で呼び出し音が鳴ります。アシスタントは、マネージャに代わってこれらのコー

ルを処理できます。

Manager Assistantがこのモードに設定されている場合、アシスタントとマネージャは次の操作を
行うことができます。

•アシスタントは、コールに応答するためにログインする必要はありません。アシスタントの
電話機でマネージャ宛てのコールの呼び出し音が自動的に鳴ります。

•マネージャは、最大で 10人のアシスタントと自分の電話番号を共有できます。アシスタン
トは、誰でもコールに応答してコールを処理できます。

   Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガ
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これらのManager Assistant機能は、共有回線モードには適用されません。 Assistant Consoleアプ
リケーションでは、次のコール機能はアシスタントに表示されません。アシスタントは、これら

の機能にアクセスできません。

• [アシスタントの選択]

• [アシスタントモニタ]：マネージャの電話機にはこのソフトキーはありません。

• [コールフィルタリング]：マネージャの電話機にはこのソフトキーはありません。

• [すべて転送]：アシスタントとマネージャの電話機にはこのソフトキーはありません。

プロキシ回線モードでの Manager Assistant の使用
システム管理者によってManager Assistantがプロキシ回線モードに設定されている場合、マネー
ジャとアシスタントは電話番号を共有しません。アシスタントは、マネージャの電話番号ではな

いプロキシ番号（回線）を使用して、マネージャ宛てのコールを処理します。プロキシ番号は、

システムによって選択される代替番号で、マネージャの実際の電話番号を表します。

Manager Assistantがプロキシ回線モードで動作している場合、マネージャとアシスタントは、[ア
シスタントの選択]、[アシスタントモニタ]、[コールフィルタリング]、および [すべて転送]を含
むManager Assistantのすべてのコール機能にアクセスでき、次の操作を行うことができます。

•アシスタントは、マネージャ宛てのコールに自分の電話機で応答するために、AssistantConsole
にログインし、オンラインになっている必要があります。 Assistant Consoleでは、すべての
コール処理機能（コールの応答、転送など）を使用できます。

•マネージャは、フィルタを設定して、アシスタントが処理する着信呼のソートおよびフィル
タリングを行うことができます。

マネージャの電話機でのモードの識別
マネージャの電話機でモードを識別するには、受話器をいったん上げてから元に戻して、LCD
ディスプレイをリセットします。

LCDディスプレイのステータスウィンドウにベル（または丸に斜線付きのベル）アイコンが 1つ
表示される場合、Manager Assistantは共有回線モードに設定されています。次の図を参照してく
ださい（Cisco Unified IP Phoneの一部のモデルではアイコンが白黒で表示されます）。

図 1：Cisco Unified IP Phone での共有回線モードの表示

Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガイド
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LCDディスプレイのステータスウィンドウに複数のアイコンが表示される場合、ManagerAssistant
はプロキシ回線モードに設定されています。次の図を参照してください（Cisco Unified IP Phone
の一部のモデルではアイコンが白黒で表示されます）。

図 2：Cisco Unified IP Phone でのプロキシ回線モードの表示

Assistant Console でのモードの識別
Assistant ConsoleでManager Assistantのモードを識別するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Administration Consoleにログインします。 Assistant Consoleへのログインおよびログアウト , （
10ページ）を参照してください。

ステップ 2 [マイコール]パネルのマネージャ名の横の内線番号を確認します。 [マイコール]パネルの使用 ,
（14ページ）を参照してください。

ステップ 3 同じマネージャに対して、[マイマネージャ]パネルの [コールの詳細]列の電話機アイコンの横の
内線番号を確認します。 [マイマネージャ]パネルの使用 , （14ページ）を参照してください。
電話機アイコンの横に番号が見つからない場合は、[コールの詳細]見出しの境界線をクリックし
てからドラッグして、列の幅を広げてください。

ステップ 4 マネージャの内線番号とアシスタントの内線番号が同じかどうかを確認します。

•内線番号が同じ場合：共有回線モード。[マイマネージャ]パネルに、[マネージャ]、[インター
コム]、[サイレント]、および [コールの詳細]の 4つの見出しが表示されます。

•内線番号が異なる場合：プロキシ回線モード。共有回線モードで表示される見出しに加え
て、[すべて転送]、[アシスタントモニタ]、[コールのフィルタ]、および [フィルタモード]の
4つの見出しが表示されます。

他言語のサポート
Manager Assistantは、アラビア語とヘブライ語を含むいくつかの異なる言語をサポートしていま
す。
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（アラビア語またはヘブライ語を使用した場合、右から左へ横書きするこれらの言語を反映して、

Manager Assistantアプリケーションの画面が変化します）。

電話機で他の言語を使用する方法の詳細については、システム管理者にお問い合わせください。
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Assistant Console の概要

• Assistant Consoleの概要, 9 ページ

• Assistant Consoleへのログインおよびログアウト , 10 ページ

• コンソールの探索（マネージャ非サポート）, 10 ページ

• マウスとキーボードを使用したコンソールの操作, 20 ページ

• コンソールからのインターコム機能の使用 , 21 ページ

• キーボードショートカットの使用 , 22 ページ

• アシスタントとマネージャによるManager Assistantの使用 , 23 ページ

Assistant Console の概要
アシスタントは、Assistant Consoleアプリケーションを使用してコンピュータのManager Assistant
機能にアクセスして、マネージャ宛てのコールを処理できます。Manager Assistantは、アシスタ
ント自身宛てのコールと最大 33人のマネージャ宛てのコールを処理します。

Assistant Consoleでは、次のコール機能を実行できます。

•コールを発信、応答、即転送、転送、終了、または保留する。

•会議参加者をコールに追加する。

•スピードダイヤルを実行する。

•電話番号検索を実行する。

•マネージャへのインターコム回線を開く。（電話機でインターコム機能を使用できない場合
は、システム管理者にお問い合わせください）。

•マネージャコールアクティビティをモニタし、マネージャ機能および設定を変更する。

•コール処理ツールをカスタマイズする。

•インタラクティブボイスシステムに応答して、仮想キーパッドを使用して番号を入力する。
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Assistant Console へのログインおよびログアウト
Assistant Consoleにログインおよびログアウトするには、次の手順を使用します。ログインする
と、オンライン状態になり、コールを処理できるようになります。 [マイマネージャ]パネルのマ
ネージャ名の横の 2つの緑色の矢印は、マネージャがログインしていてサポートを希望している
ことを示しています。名前が淡色表示されているマネージャは、サポートを希望していません。

[ログイン]ダイアログボックスの [設定]ボタンをクリックすると、管理設定をモニタできます（こ
の設定は、問題が発生したときにシステム管理者から操作することが求められる場合がありま

す）。システム管理者からの指示がないかぎり、これらの設定を変更しないでください。

はじめる前に

システム管理者からユーザ名とパスワードを入手します。

手順

ステップ 1 Assistant Consoleにログインするには、ユーザ名とパスワードを [Manager Assistantログイン]ダイ
アログボックスに入力します。（ログイン情報を記憶する設定を指定できます）。AssistantConsole
がデスクトップに開きます。ログイン状態は、ログオフするか、オンライン、接続、またはコー

ル制御ステータスが何らかの理由で変更されるまで保たれます。

ステップ 2 ログアウトするには、上部のメニューバーから [ファイル] > [終了]をクリックします。 [ユーザ
IDとパスワードを記憶する]オプションをオンにすると、コンピュータで次回 Assistant Consoleを
起動したときに自動的にログインします。

共有コンピュータを使用している場合は、メニューバーから [ファイル] > [ログアウト]をクリッ
クして Assistant Consoleからログアウトしてください。次回ログインするときは、[ログイン]ダ
イアログボックスが表示されます（ユーザ名とパスワードを使用して自動的にログインしませ

ん）。

コンソールの探索（マネージャ非サポート）
プロキシ回線モードのManagerAssistantを使用している場合は、オフライン状態に移行してAssistant
Consoleを探索できます。この場合、アシスタントはマネージャをサポートできなくなります。
その場合、Manager Assistantによって、別のアシスタントがマネージャに割り当てられます。

オフライン状態になると、アシスタントはマネージャ宛てのコールに応答できなくなります。こ

のとき、コンソールの [マイマネージャ]パネルが非アクティブになります。

共有回線モードでは、探索のためにオフライン状態に移行することはできません。（注）

   Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガ
イド

10

Assistant Console の概要
Assistant Console へのログインおよびログアウト



オフライン状態への移行とオンライン状態への復帰

オフライン状態に移行したりオンライン状態に復帰したりするには、次の手順を使用します。

オンライン状態に復帰すると、マネージャをサポートできるようになります。Manager Assistant
により、マネージャが再び自分に誘導されます。

オンラインステータスは、コンソールの右下隅のステータスバーに表示されます。

手順

ステップ 1 オフライン状態に移行するには、通常どおりにログインし、[オフライン接続]コール制御ボタン
（画面の上または横に並んでいる一連のアイコンの最初のアイコンボタン）をクリックします。

（メニューバーから [ファイル] > [オフライン接続]を選択することもできます）。

ステップ 2 オンライン状態に戻るには、自分のステータスに基づいて [オンライン接続]コール制御ボタンを
クリックします。 [ファイル] > [オンライン接続]を選択することもできます。

メニューバーの使用

Assistant Consoleの上部にあるメニューバーの使用法を次に示します（状況依存メニューコマン
ド）。

• [ファイル]：オンライン状態とオフライン状態の切り替え、ログインおよびログアウト、コ
ンソールの終了。

• [編集]：スピードダイヤルの作成および編集、キーボードショートカットのパーソナライ
ズ、転送先の変更、初期設定の設定、および管理者設定へのアクセス。

• [表示]：テキストサイズと配色の指定、デフォルトレイアウトの更新。

• [コール]：発信、応答、終了、保留、転送、即転送、またはコールへの会議参加者の追加。

• [マネージャ]：マネージャへのインターコムコールの発信、[マネージャの設定]ウィンドウ
へのアクセス、マネージャの機能の有効化または無効化。（電話機でインターコム機能を使

用できない場合は、システム管理者にお問い合わせください）。

• [ヘルプ]：オンラインヘルプへのアクセス。

コール制御ボタンの使用

コール制御ボタン（コンソールの上または横に並んでいる一連のアイコン）をクリックすると、

Assistant Consoleからタスクを実行できます。マウスポインタをコール制御ボタンの上に移動す
ると、機能の説明が表示されます。

Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガイド
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コール制御ボタンは状況依存型です。ボタンが使用可能かどうかは、選択したコールの状態に依

存します。

ボタンをクリックする前に、コールが選択（強調表示）されていることを確認してください。

コール制御パネルの（ボタン以外の）空白の領域で右クリックして、コンソール上での位置を変

更することができます。

コール制御ボタンの一覧については、次の表を参照してください。

表 1：“コール制御ボタン”

機能コール制御ボタン

[オンライン接続]ボタンと [オフライン接続]ボ
タンを使用すると、Assistant Console上の接続
ステータスを切り替えることができます。

[オンライン接続]ボタンを使用すると、Assistant
Console上のオンライン接続を再開して、マネー
ジャ宛てのコールを処理できます。

[オンライン接続]

[オンライン接続]ボタンと [オフライン接続]ボ
タンを使用すると、Assistant Console上の接続
ステータスを切り替えることができます。

[オフライン接続]ボタンを使用すると、オフラ
イン状態に移行してコンソールを探索できま

す。この間、マネージャ宛てのコールを処理で

きなくなります。

[オフライン接続]

発信コールを発信するためのキーパッドを開き

ます。

[ダイヤル]

着信呼に接続します。[応答]

アクティブコールを終了します。[終了]

[保留]ボタンと [復帰]ボタンを使用すると、
コールの保留ステータスを切り替えることがで

きます。

[保留]ボタンは、コールを保留状態にします。

[保留]
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機能コール制御ボタン

[保留]ボタンと [復帰]ボタンを使用すると、
コールの保留ステータスを切り替えることがで

きます。

[復帰]ボタンは、コールの保留状態を解除しま
す。

[復帰]

接続中のコールをポップアップウィンドウに入

力した転送先番号に直接転送します。

[転送]

[転送]ボタンと同様に機能しますが、コールの
転送先と会話することができます。

[打診転送]

既存のコールを別の既存のコールに転送しま

す。

[直接転送]

会議参加者をコールに追加します。[会議]

複数の既存のコールの間で会議を行います。同

時に最大で 15件のコールを会議に参加させる
ことができます。

[参加]

呼び出し中、接続中、または保留中のコール

を、本来意図されたコールの接続先であるマ

ネージャまたは別の転送先番号に即座に転送し

ます。転送先を指定するには、メニューバー

から [編集] > [リダイレクト]を選択します。

[リダイレクト]

呼び出し中または接続中のコールをマネージャ

のボイスメッセージングシステムにリダイレク

トします。

[VMへ転送]

Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガイド

13

Assistant Console の概要
コール制御ボタンの使用



[マイコール] パネルの使用
AssistantConsoleでは、アシスタントとマネージャ宛てのコールが [マイコール]パネルに表示され
ます。これらのコールは、Assistant Consoleツールを使用して操作できます。

それぞれのコールは、関連付けられている電話回線の下に表示されます。

それぞれの電話回線は、次のいずれかの見出しの下に表示されます。

• [自分の回線]：自分の電話回線を使用して発信または受信した、現在アクティブなコールが
すべて表示されます。

• [マネージャの回線]：マネージャのためにアシスタントが処理している（または処理できる）
アクティブなコールが表示されます。

• [インターコム]：インターコム回線のステータスが表示されます（該当する場合）。

アシスタントに割り当てられているマネージャの人数に応じて、[マイコール]パネルの [マネー
ジャの回線]セクションに 1～ 33の行が表示されます。

それぞれのマネージャの行には、次の情報が含まれます。

•マネージャの共有回線番号またはマネージャのプロキシ内線番号。

•マネージャの名前。

•アクティブコール情報：アクティブコールは次の項目で示されます。

◦コールのステータス（呼び出し中、接続中、または保留中）を示すアニメーションアイ
コン

◦発信者 ID

◦通話時間を示すタイマー

コールをマネージャに転送する場合は、プロキシ内線番号ではなく実際の内線番号を入力する必

要があります。マネージャの実際の内線番号は、Assistant Consoleの [マイマネージャ]パネルで
確認できます。

自分の電話回線を使用して発信または受信したコールに [ボイスメッセージングに転送]または [リ
ダイレクト]を適用することはできません。これらの機能は、マネージャの回線を使用した受信
したコールにのみ適用できます。

共有回線モードのManager Assistantを使用している場合、マネージャの回線の横に表示された 2
つの赤い矢印は、マネージャまたは別のアシスタントがコールに応答したことを示します。

[マイマネージャ] パネルの使用
Assistant Consoleの [マイマネージャ]パネルを使用すると、それぞれのマネージャのコールアク
ティビティと機能ステータスをモニタできます。また、このパネルからマネージャの機能を有効

化および無効化できます。
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ここに表示されたコールはモニタできるのみで、処理することはできません。これらのコールは

すでにマネージャにリダイレクトされているか、またはマネージャによって直接発信または受信

されています。

[アラートトーン]、[サイレント]、[すべて転送]、[アシスタントモニタ]、[コールのフィルタ]、
および [フィルタモード]の各機能は、プロキシ回線モードでのみ使用できます。表「[マイマ
ネージャ]パネルの表示」に、[マイマネージャ]パネルの各列見出しの下に表示される情報に
ついて説明します。

（注）

表 2：“[マイマネージャ] パネルの表示”

意味カラムのヘッダー

マネージャ名。マネージャの情報の行全体が淡

色表示されている場合、マネージャはアシスタ

ントがコールを処理することを希望していませ

ん。これ以外に、マネージャアイコンの横に

次の 2つの異なるアイコンが表示される場合が
あります。

•マネージャアイコンの横に 2つの緑色の
矢印が表示されている場合、マネージャは

アシスタントがコールを処理することを希

望しています。

•マネージャアイコンの横に封筒アイコン
が表示されている場合は、マネージャ宛て

のボイスメッセージがあります。

[マネージャ]

この列をクリックすると、マネージャに対する

インターコムコールを発信できます。

電話機でインターコム機能を使用で

きない場合は、システム管理者にお

問い合わせください。

（注）

[インターコム]

このボックスがオンの場合、サイレント

（DND）機能が有効になっています。 DNDの
オンとオフを切り替えるには、[サイレント]セ
ルをクリックします。DND機能は、マネージャ
の電話機の呼び出し音を無効にする機能です。

コールはリダイレクトされません。

電話機でDND機能を使用できない場
合は、システム管理者にお問い合わ

せください。

（注）

[サイレント]
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意味カラムのヘッダー

（プロキシ回線モードのみ）このボックスがオ

ンの場合、[すべて転送]（アシスタント）機能
が有効になっています。 [すべて転送]のオンと
オフを切り替えるには、[アシスタント]セルを
クリックします。 [すべて転送]は、すべての着
信呼をマネージャの転送先に自動的にリダイレ

クトします。

[アシスタント]

（プロキシ回線モードのみ）チェックマーク

は、マネージャが [アシスタントモニタ]を有効
にしていることを示します。マネージャには、

アシスタントがマネージャのために処理してい

るコールの発信者 IDと通話時間が表示されま
す。

[アシスタントモニタ]

（プロキシ回線モードのみ）チェックマーク

は、マネージャ宛てのコールがあるとマネー

ジャの電話機でオーディオアラートが生成され

ることを示します。

[アラートトーン]

（プロキシ回線モードのみ）このボックスがオ

ンの場合、コールフィルタがアクティブになっ

ています。フィルタのオンとオフを切り替える

には、フィルタセルをクリックします。フィ

ルタを使用すると、発信者 IDとフィルタモー
ドに基づいて、アシスタントまたは対応するマ

ネージャにコールをルーティングできます。

[フィルタ有効]
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意味カラムのヘッダー

（プロキシ回線モードのみ）フィルタモードに

は、次の 2つのモードがあります。

• [包含]：包含フィルタに設定された番号に
一致するコールがマネージャに送信されま

す。それ以外のコールはアシスタントに

リダイレクトされます。

• [排他]：排他フィルタに設定された番号に
一致するコールがアシスタントにリダイレ

クトされます。それ以外のコールはマネー

ジャに送信されます。

マネージャのためのフィルタを設定するには、

[マネージャの設定]ウィンドウを使用します。
このウィンドウを開くには、[マイマネージャ]
パネル内で、マネージャの行の任意の場所で右

クリックし、[設定]を選択します。

初期デフォルトフィルタ設定では、

包含フィルタが有効になっていて、

すべてのマネージャコールがアシス

タントにリダイレクトされます。

（注）

[フィルタモード]

コールの詳細には、マネージャの回線番号、通

話時間、および発信者 IDが含まれます。

• [回線]：マネージャのプライマリ電話回線
の実際の内線番号。電話機アイコンは、回

線の状態を示します。

• [通話時間]：マネージャによって発信また
は受信されたアクティブコールのリアル

タイムの通話時間。タイマーは、コール

が開始（発信コールの場合）または受信

（着信呼の場合）されるとすぐに起動され

ます。タイマーは、コールが切断または

転送された時点で停止します。

• [発信者ID]：マネージャが発信したコール
の宛先またはマネージャが受信したコール

の発信元の名前（入手可能な場合）と電話

番号。 Assistant Consoleには、転送された
コールの情報が表示されます（入手可能な

場合）。

[コールの詳細]
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スピードダイヤル機能の使用

スピードダイヤル機能を使用すると、Assistant Console上に個人用の電話帳を設定できます。ス
ピードダイヤル番号を使用して、コールの発信やその他のコール処理タスクを実行できます。

スピードダイヤルメニューを開いて使用可能なコマンドのリストを表示するには、[スピードダ
イヤル]パネル上で右クリックするか、またはメニューバーから [編集] > [スピードダイヤル]を
選択します。

淡色表示されているスピードダイヤルコマンドがある場合は、メニューを開く前にスピードダ

イヤルリストを選択してください。

スピードダイヤルメニューを使用すると、スピードダイヤルグループの作成と変更、コールの

発信、転送先の指定、コールへの会議参加者の追加操作を実行できます。

スピードダイヤル番号にすばやくアクセスできるようにするには、エントリをスピードダイヤル

グループに分類することを検討してください。たとえば、自分のための個人用グループと、各マ

ネージャのためのグループを作成できます。

新しいスピードダイヤルリストを追加するとき、リストは作成順に表示されます。スピードダ

イヤルリストのすべての項目をソートするには、列ヘッダー（[名前]、[電話番号]、または [注
意]）をクリックします。リストは、選択されたヘッダーに応じてアルファベット順または数字順
にソートされます。同じヘッダーをもう一度クリックすると、ソート順序が昇順と降順の間で切

り替わります。

スピードダイヤルリストを使用して電話をかけるには、次のいずれかの方法を使用します。

•スピードダイヤルエントリを自分の回線またはマネージャの回線にドラッグする。

•自分の回線またはマネージャの回線を強調表示し、スピードダイヤルエントリをダブルク
リックして電話をかける。

•スピードダイヤルエントリをコール制御パネルのダイヤルボタンにドラッグし、[OK]をク
リックする。

（スピードダイヤルメニューを開かずに）すばやくスピードダイヤルリストを使用する方法を

次に示します。

•スピードダイヤルリストに登録されている人物に対してブラインド転送を行うには、アク
ティブコールをその人物のスピードダイヤルリストにドラッグします。

•新しいスピードダイヤルリストを追加するには、[ディレクトリ]パネルからリストを [ス
ピードダイヤル]パネルにドラッグアンドドロップします。

サンプルのスピードダイヤルグループとスピードダイヤルリストは非アク

ティブになっています。これらのサンプルは、スピードダイヤル情報がコン

ソールにどのように表示されるかを示すために用意されています。これらの

サンプルは、必要に応じて削除できます。

（注）
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ディレクトリの使用

ディレクトリを使用して同僚を検索し、その検索結果を使用してコールの発信や処理を行うこと

ができます。

同僚を検索するには、同僚の名または姓の一部または名前と姓の両方を検索フィールドに入力し、

[検索]をクリックします。検索結果は、名、姓、電話番号、および部署別にソートされます。検
索結果と検索フィールドをクリアするには、[クリア]をクリックします。

検索結果を使用して、次の操作を実行できます。

•人物の名前または番号をダブルクリックして電話をかける。

•人物の名前を右クリックして、該当するコマンドが含まれるポップアップメニューを表示す
る。

•ディレクトリに登録されている人物に対してブラインド転送を行うには、アクティブコール
を適切な名前または番号にドラッグアンドドロップします。

•新しいスピードダイヤルリストを追加するには、[ディレクトリ]パネルからリストを [ス
ピードダイヤル]パネルにドラッグします。

ステータスバーの使用

ステータスバーは Assistant Console画面の下部にあります。ステータスバーには、次のシステム
情報が表示されます。

• [接続中]/[未接続]：Manager Assistantサーバへの接続のステータスを示します。

• [オンライン]/[オフライン]：アシスタントが対応可能かどうかをマネージャに示します。

• [コール制御有効]/[コール制御無効]：コール処理機能が使用可能かどうかを示します。

• [フィルタ無効]/[フィルタ有効]：コールフィルタリング機能が使用可能かどうかを示します。

さらに、ステータスバーには、着信呼を受信したときにデスクトップにコンソールが自動的に表

示されるように設定されているかどうかを示すアイコンも表示されます。このアイコンをクリッ

クすると、機能のオン/オフを切り替えることができます。（この機能はデフォルトで無効になっ
ています）。この機能を有効にすると、アイコンは暗い色（押下状態）で表示されます。

このオプションは、[編集] > [初期設定]メニューから有効化および無効化することもできます。

コンソールレイアウトの調整

AssistantConsoleの各パネルのサイズと位置をカスタマイズできます。 [表示]メニューを使用する
と、配色とフォントを変更し、初期のデフォルト設定を更新できます。

着信呼を受信したときにデスクトップにコンソールが自動的に表示されるように設定できます。
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1 メインメニューから [編集] > [初期設定]を選択し、[新規に受信したコールのウィンドウをア
クティブにする]チェックボックスをオンにします。

コンソール画面の下部にあるステータスバーにアイコンが表示されます。この機能を有効にする

と、アイコンは暗い色（押下状態）で表示されます。

管理設定の表示

管理設定は、[ログイン]ダイアログボックスから表示できます。また、メニューバーから [編集]
> [設定]を選択して表示することもできます。システム管理者からの指示がないかぎり、これら
の設定を変更する必要はありません。

設定には、次の 2つのタイプがあります。

•基本的な設定

◦ Manager Assistantサーバのホスト名または IPアドレス

◦ Manager Assistantサーバのポート

•高度な設定

◦トレースファイルの格納場所を表示します。

◦トレースの有効状態と無効状態を切り替えます。

初期設定の設定

[初期設定]メニューでは、次の 2つの設定を有効にできます。

•着信呼を受信したときにデスクトップにコンソールが自動的に表示されるように設定できま
す。詳細については、コンソールレイアウトの調整 , （19ページ）を参照してください。

•コンピュータを起動したときにAssistantConsoleが自動的に起動されるように設定できます。
自動起動機能を有効にするには、メインメニューから [編集] > [初期設定]を選択し、[コン
ピュータの起動時にコンソールを自動的に起動する]チェックボックスをオンにします。次
回コンピュータを起動したときに、Assistant Consoleが自動的に起動されます。

これらの機能を無効にするには、対応するチェックボックスをオフにします。

マウスとキーボードを使用したコンソールの操作
AssistantConsoleでは、いくつかのマウスとキーボードの組み合わせを使用してタスクを実行でき
ます。
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•コンソール項目のクリック、右クリック、およびダブルクリック。例：[応答]コール制御ボ
タンをクリックします。

•コンソール項目のドラッグアンドドロップ。たとえば、[マイコール]パネルから選択した
コールを [スピードダイヤル]パネルにドラッグアンドドロップしてスピードダイヤルリス
トを追加できます。

•キーボードショートカットの使用。

たとえば、次のオプションのいずれかを選択してコールに応答できます。

• [マイコール]パネル内のコールを右クリックし、ポップアップメニューから [応答]を選択す
る。

•キーボードショートカットを使用する。

特定のタスク（たとえば、コールの転送）を実行するためのオプションについては、Assistant
Consoleを使用したコールの処理, （25ページ）を参照してください。

（注）

コンソールからのインターコム機能の使用
オプションのインターコム機能を使用すると、インターコム回線を使用してマネージャと会話で

きます。

この機能はシステム管理者が設定します。電話機でこの機能を使用できない場合は、システム管

理者にお問い合わせください。

インターコムコールを発信するには、次のいずれかの操作を行います。

手順

ステップ 1 [マイコール]パネル内のマネージャ名をダブルクリックします。

ステップ 2 [マイマネージャ]パネル内の [インターコム]ボタンをクリックします。

ステップ 3 マネージャを指定せずにインターコムコールを開始します。

この方法は、Cisco Unified IP Phone 7961G-GE、7961G、7960G、7941G-GE、7941G、お
よび 7940G以外のすべての Cisco Unified IP Phoneで使用できます。

（注）

ステップ 4 IP Phoneの [インターコム]ボタンをクリックしてアシスタントと会話します。
このコールを開始すると、マネージャのスピーカーフォンが自動的に応答します。スピーカー

フォン、ヘッドセット、またはハンドセットを使用して会話を開始できます。インターコムコー

ルでは、マネージャのリストの一番上に配置されたマネージャが通話先になります。（また、イ

ンターコムコールで接続されるマネージャが、[インターコム]ボタンの対象になります）。
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Cisco Unified IP Phone 7961G-GE、7961G、7960G、7941G-GE、7941G、および 7940Gを
使用している場合のみ、マネージャが別の電話に出ているときにアシスタントがイン

ターコムコールを開始すると、マネージャの電話機で呼び出し音が鳴ります。マネー

ジャは、手動でコールに応答してインターコムを聞くことができます。（逆にアシス

タントが別の電話に出ているときにマネージャがインターコムコールを開始した場合

も同様です）。他の電話機の場合、マネージャはインターコムを聞くためにコールに応

答する必要はありません。

（注）

ステップ 5 インターコムコールを終了するには、もう一度 [インターコム]ボタンをクリックします。

キーボードショートカットの使用
マウスの代わりにキーボードショートカットを使用して、AssistantConsoleのほとんどのツールお
よび機能を使用できます。キーボードショートカットを使用すると、より効率的にコールを処理

できます。

初期デフォルトショートカットを使用することも、ニーズに合わせてショートカットをカスタマ

イズすることもできます。カスタマイズされたショートカットは、次回ログインしたときも保持

されます。

ショートカットの表示

手順

ステップ 1 メニューバーの項目をクリックしてコマンドとショートカットを表示します。

キーボードショートカットは、ほとんどのメニューコマンドに関連付けられています。

ステップ 2 [編集] > [キーボードのショートカット]を選択してウィンドウを開き、リストからメニューコマ
ンドを選択すると、関連付けられているショートカットが表示されます。

例：

たとえば、[ショートカットキーの編集]ウィンドウで [コール]> [応答]を選択すると、初期デフォ
ルトショートカットとして Ctrlキーと Aキーの組み合わせ（Ctrl+A）が使用されていることがわ
かります。

キーボードショートカットのカスタマイズ

キーボードショートカットをカスタマイズするには：
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手順

ステップ 1 メニューバーから [編集] > [キーボードのショートカット]を選択します。

ステップ 2 リストからメニューコマンドを選択し、Ctrl、Shift、またはAltを押して、ショートカットの最初
の部分を割り当てます。

ステップ 3 文字または数字を [キー]フィールドに入力して、ショートカットの最後の部分を割り当てます。

ステップ 4 [保存]をクリックして、選択したコマンドに新しいキーボードショートカットを割り当てます。

ショートカットの使用

ショートカットを使用するには、ショートカットの組み合わせの最初のキーを押しながら 2番め
のキーを押します。たとえば、コールを保留にする Ctrl+Lショートカットを使用するには、Ctrl
を押しながら Lを押します。

キーボードショートカットが機能するためには、デスクトップ上で Assistant Consoleページがア
クティブウィンドウになっている必要があります。

アシスタントとマネージャによる Manager Assistant の使
用

電話機からManager Assistant機能を使用すると、Assistant Consoleによってマネージャ宛てのコー
ルが処理されます。たとえば、マネージャ宛てのコールに応答するとき、AssistantConsole上のイ
ンターコム回線をダブルクリックしてマネージャに問い合わせることができます。マネージャが

そのコールに応答することを選択した場合、アシスタントは、Assistant Consoleの [リダイレクト]
コールボタンを選択するか、電話機の [リダイレクト]ソフトキーを選択して、コールを転送でき
ます。発信者にボイスメッセージを残してもらうことをマネージャが希望した場合は、[VM転送]
コールボタンまたは [VM転送]ソフトキーを選択して、マネージャのボイスメッセージングシス
テムにコールを転送できます。

マネージャは、次の例に示すように、主に Cisco Unified IP PhoneからManager Assistant機能を使
用します。

•マネージャは、不動産業者からの電話を待っています。マネージャは、着信呼をモニタする
ために [アシスタントモニタ]を有効にします。不動産業者の電話番号が表示されたとき、マ
ネージャは、[インターセプト]ソフトキーを使用してコールをインターセプトできます。

•マネージャは、電話機の [リダイレクト]ソフトキーを押して、呼び出し中のコールをアシス
タントに転送できます。マネージャは、転送されたコールにアシスタントが応答したことを

確認したうえで、電話機の LCD画面の [Manager Assistantステータス]ウィンドウで通話時間
をモニタできます。
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アシスタントまたはマネージャは、[マネージャの設定]ウィンドウからマネージャ機能をカスタ
マイズできます。このウィンドウを開くには、メニューバーから [マネージャ] > [設定]を選択す
るか、または [マイマネージャ]パネル内で、マネージャの行の任意の場所で右クリックし、[設定]
を選択します。
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第 4 章

Assistant Console を使用したコールの処理

• Assistant Consoleを使用したコールの処理, 25 ページ

• コールの発信, 25 ページ

• コールへの応答, 26 ページ

• コールの終了, 26 ページ

• コールの保留, 27 ページ

• コールの転送, 27 ページ

• 会議コールの設定, 28 ページ

• 別の番号へのコールの即転送, 28 ページ

• ボイスメッセージングサービスへのコールの送信, 30 ページ

Assistant Console を使用したコールの処理
AssistantConsoleでマウスとキーボードを使用して、コールの発信、応答、転送、終了操作、およ
び一般的な処理を行うことができます。

処理対象のコールがコンソール上で選択（強調表示）されていることを確認してください。選択

したコールに該当しないコール制御ボタンおよびメニュー項目は、淡色表示されます（非アクティ

ブ状態）。

コールの発信
Assistant Consoleから電話をかけるには：

手順

電話をかけるには、次のいずれかのオプションを選択します。
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• [ダイヤル]コール制御ボタンをクリックします。

• [マイコール]パネル内の電話回線を右クリックし、ポップアップメニューから [ダイヤル]を
選択します。

•メニューバーの [コール] > [ダイヤル]を選択します。

•スピードダイヤルまたは電話番号をダブルクリックします。

•電話番号を [マイコール]パネルにドラッグします。

•関連付けられているキーボードショートカットを使用します。

•コンソールがデスクトップ上に開かれていて、かつアクティブなときに、キーボードを使用
して電話番号を入力し、Enterを押します。コンソールの下部のステータスバーに、かけて
いる電話の番号が表示されます。

• [番号を入力]ポップアップウィンドウが表示された場合は、かける電話番号を入力し、[OK]
をクリックします。 Cisco Unified IP Phoneから電話をかける場合と同じ番号を入力します。

AssistantConsoleから発信されるコールには、アシスタントの電話機の最初の物理回線が使用され
ます。

コールへの応答
選択したコールに応答するには：

手順

コールに応答するには、次のいずれかのオプションを選択します。

• [応答]コール制御ボタンをクリックします。

• [マイコール]パネルで、呼び出し中のコールをダブルクリックします。

•コールを右クリックし、ポップアップメニューから [応答]を選択します。

•メニューバーの [コール] > [応答]を選択します。

•関連付けられているキーボードショートカットを使用します。

•応答しようとしている着信呼が選択されていない場合は、着信呼をクリックして選択してか
らコールに応答します。

コールの終了
選択したコールを終了するには：
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手順

コールを終了するには、次のいずれかのオプションを選択します。

• [終了]コール制御ボタンをクリックします。

• [終了]コール制御ボタンをクリックします。

•メニューバーの [コール] > [終了]を選択します。

•関連付けられているキーボードショートカットを使用します。

コールの保留
コールを保留するには：

手順

コールを保留するには、次のいずれかのオプションを選択します。

• [保留]コール制御ボタンをクリックします。

•接続されているコールをダブルクリックします。

•コールを右クリックし、ポップアップメニューから [保留]を選択します。

•メニューバーの [コール] > [保留]を選択します。

•関連付けられているキーボードショートカットを使用します。

コールの転送
コールを転送するには、最初にコールに応答する必要があります。コールを転送すると、その

コールが自分に再転送されないかぎり、そのコールを取得することはできません。

コールは次の機能を使用して転送できます。

• [転送]：コールを即座にリダイレクトします。受信者（コールの転送先）と会話することは
できません。

• [打診転送]：最初に受信者と会話してからコールをリダイレクトできます。

• [直接転送]：2つのコール（アクティブコールと保留中のコール）を直接接続します。
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会議コールの設定
会議コールは次の機能を使用して設定できます。

• [会議]：会議への参加者を追加するコールを発信します。

• [参加]：アクティブコールと保留中のコールを 1つの会議コールに接続します。

会議参加者をアクティブな選択されたコールに追加するには：

手順

ステップ 1 次のいずれかのオプションを選択します。

• [会議]コール制御ボタンをクリックします。

•コールを右クリックし、ポップアップメニューから [会議]を選択します。

•メニューバーの [コール] > [会議]を選択します。

• [スピードダイヤル]または [ディレクトリ]パネルのリストを右クリックし、ポップアップメ
ニューから [会議]を選択します。

•関連付けられているキーボードショートカットを使用します。

[番号を入力]ポップアップウィンドウが表示されます（[スピードダイヤル]または [ディレクト
リ]パネルのリストにコールをドラッグしていない場合）。

ステップ 2 会議参加者の電話番号を入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 3 もう一度 [会議]ボタンをクリックし、新しい会議参加者と会話してからコールに参加者を追加し
ます。

別の番号へのコールの即転送
選択したコールを事前に設定された転送先番号に転送するには、[リダイレクト]を使用します。
呼び出し中、接続中、または保留中のコールをリダイレクトできます。デフォルトの転送先は、

モードに応じて異なります。

•プロキシ回線モードの場合、本来意図されたコールの接続先であるマネージャがデフォルト
の転送先になります。

•共有回線モードの場合、デフォルトの転送先は存在しません。ただし、任意の有効な電話番
号または内線番号を使用して転送先を設定できます。
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リダイレクトの使用

転送先をその都度指定する必要がある [転送]とは異なり、[リダイレクト]では、コールが単一の
事前に設定された転送先番号に転送されます。呼び出し中、接続中、または保留中のコールを転

送できます。

（マネージャのプロキシ回線ではなく）自分のいずれかの電話回線で発信または受信したコー

ルを転送することはできません。

（注）

選択したコールを転送先にリダイレクトするには：

手順

次のいずれかのオプションを選択します。

• [リダイレクト]コール制御ボタンをクリックします。

•コールを右クリックし、ポップアップメニューから [リダイレクト]を選択します。

•メニューバーの [コール] > [リダイレクト]を選択します。

•関連付けられているキーボードショートカットを使用します。

転送先の設定

転送先は、本来意図されたコールの接続先であるマネージャまたは別の電話番号に設定できます。

転送先を表示または変更するには：

手順

ステップ 1 メニューバーから [編集] > [リダイレクト]を選択します。
[転送先]ポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 2 共有回線モードの場合は、テキストボックスに電話番号または内線番号を入力します。転送先番

号は、自分の電話機からダイヤルする場合とまったく同じように入力します。

ステップ 3 プロキシ回線モードの場合は、転送先としてマネージャまたは電話番号を選択できます。電話番

号オプションを選択した場合は、電話番号または内線番号を入力します。転送先番号は、自分の

電話機からダイヤルする場合とまったく同じように入力します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。
また、自分の転送先とは異なる、マネージャの転送先を設定することもできます。この説明につ

いては、マネージャの転送先の設定, （65ページ）を参照してください。
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Cisco Unified IP Phoneを使用してコールを転送できます。コールに応答し、Cisco Unified IP Phone
の [リダイレクト]ソフトキーを押して、コールを転送先に転送します。

ボイスメッセージングサービスへのコールの送信
マネージャのために処理している呼び出し中または接続中のコールを、そのマネージャのボイス

メッセージングサービスに転送できます。

この機能は、自分の電話回線で発信または受信したコールには適用されません。この機能は、

マネージャのプロキシ回線のコールにのみ適用されます。

（注）

選択したコールを送信するには：

手順

ステップ 1 次のいずれかのオプションを選択します。

• [VM転送]コール制御ボタンをクリックします。

•コールを右クリックし、ポップアップメニューから [VM転送]を選択します。

•メニューバーの [コール] > [VM転送]を選択します。

•関連付けられているキーボードショートカットを使用します。

ステップ 2 また、Cisco Unified IP Phoneからこのタスクを実行することもできます。コールに応答し、Cisco
Unified IP Phoneの [VM転送]ソフトキーを押して、マネージャのコールをボイスメッセージング
サービスに転送します。
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第 5 章

アシスタント向け：電話機での Manager
Assistant の使用

• アシスタント向け：電話機でのManager Assistantの使用, 31 ページ

• アシスタント向け：電話機でのManager Assistantへのログイン, 32 ページ

• マネージャのステータスの確認, 34 ページ

• コールの処理および他の操作の実行, 35 ページ

• 電話機でのManager Assistantを使用したコールへの応答, 37 ページ

• マネージャ設定の設定, 38 ページ

• アシスタント設定の設定, 41 ページ

• 固有呼び出し音機能のカスタマイズ, 44 ページ

アシスタント向け：電話機での Manager Assistant の使用
この章では、CiscoUnified IP Phone（「Assistant Phone」と呼ばれることもあります）上でManager
Assistant機能に直接アクセスする方法について説明します。

電話機上のボタンとソフトキーを使用して、AssistantConsoleで実行可能なほとんどのタスクを実
行できます。また、AssistantConsoleの使用中に電話機を使用して、同時にいくつかのタスクを実
行できます。さらに、固有呼び出し音を除き、電話機に用意されている機能は Assistant Console
にも用意されています。

電話機でManager Assistantを使用する場合、アシスタントがサポートするマネージャの人数を 5
人以下にすることを強くお勧めします。

また、優先アシスタントの割り当てなど、一部のタスクは電話機上で実行できません。マネー

ジャは、システム管理者によって設定されたWebサイトを使用してこれらのタスクを割り当てま
す。アシスタントは、Assistant Consoleを使用してこれらのタスクを割り当てます。

電話機のManager Assistant機能は、次の Cisco Unified IP Phoneでサポートされます。
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• Cisco Unified IP Phone 7945G、7942G、7941G-GE、7941G、および 7940G

• Cisco Unified IP Phone 7965G、7962G、7961G-GE、7961G、および 7960G

• Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G

開始する前に、共有回線モードとプロキシ回線モードのどちらがシステム管理者によって選択

されているかを確認する必要があります。これらのモードの詳細およびその識別方法につい

ては、共有回線モードとプロキシ回線モードの概要, （4ページ）を参照してください。

（注）

アシスタント向け：電話機での Manager Assistant へのロ
グイン

電話機上でManager Assistantにログインするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 電話機の [サービス]ボタンを押します。

ステップ 2 [プライマリIPMA Phoneサービス]を選択します。

ステップ 3 ユーザ IDと PINを入力し、[送信]を押します。
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[マネージャステータス]画面が表示されます。

図 3：[マネージャステータス] 画面

次の作業

プライマリ IP Manager Assistant（IPMA）サービスがダウンした場合、IP Phoneの画面にはその状
況が通知されません。ただし、ソフトキーを使用しようとすると「ホストが見つかりません：例

外」メッセージが表示されます。この場合、[IPサービス]メニューから [セカンダリIPMA Phone
サービス]を手動で選択し、再度ログインする必要があります。

Cisco Desktop Collaboration Experience Phone での Manager Assistant へ
のログイン

電話機上でManager Assistantにログインするには、次の手順を使用します。

はじめる前に

電話機がアクティブであることを確認します。

手順

ステップ 1 左ペインで、[Assistantをオンにする]を選択します。
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[Assistantへのサインイン]画面が表示されます。

ステップ 2 ユーザ IDとパスワードを入力し、[ログイン]を押します。
[マネージャステータス]画面が表示されます。

マネージャのステータスの確認
[マネージャステータス]画面には、アシスタントがサポートしているマネージャのリストが表示
されます。このトピックでは、この画面と画面に表示されるソフトキーについて説明します。

アシスタントがサポートしているそれぞれのマネージャについて、次の情報が表示されます。

•マネージャのアシスタントのステータス行：アシスタントがオンラインかオフラインかを示
します。

•リストに含まれるマネージャの人数：マネージャの人数をすばやく確認できます。

•マネージャの名前：名前は、新しいコール表示、オンフックからのマネージャステータスの
変更、またはオンフック状態の電話機に基づいてソートされます。

•コールステータスアイコン：表「[マネージャステータス]画面のコールステータスアイコ
ン」に、マネージャ名の左側に表示されるステータスアイコンを示します。

•マネージャのプロキシ回線
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表 3：“[マネージャステータス] 画面のコールステータスアイコン”

機能マネージャコールステータスアイコン

マネージャの電話機が話中（電話回線が使用

中）のときに表示されます。

[話し中]

マネージャがコールを保留にしたときに表示さ

れます。

[保留]

マネージャの電話機がオンフック状態のときに

表示されます。

[アイドル/オンフック]

マネージャの電話機がオフフック状態（ハンド

セットが持ち上げられているか、別のオーディ

オデバイスが使用されている）のときに表示さ

れます。

[オフフック]

マネージャの電話機が呼び出し中のときに表示

されます。

[鳴らす]

Manager Assistantが状態を判定できないときに
表示されます（たとえば、CTI障害、マネージャ
がログイン中のとき）。

[不明]

マネージャ宛てのボイスメッセージがあるとき

にMWI（メッセージ受信インジケータ）が表
示されます。

[MWI]

コールの処理および他の操作の実行
次の表では、[マネージャステータス]画面に表示されるソフトキーについて説明します。ソフト
キーを使用して、さまざまなコール処理タスクを実行できます。
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表 4：“アシスタントの電話機に表示されるソフトキー”

機能ソフトキー

マネージャのリストで強調表示されたマネー

ジャを選択し、選択されたマネージャの設定を

設定するための [マネージャの設定]画面を表示
します。

[選択]

対応するマネージャの着信呼に応答します。[応答]

[マネージャステータス]画面を終了し、[サービ
ス]メニューページを表示します。

[終了]

呼び出し中、接続中、または保留中のコール

を、対応するマネージャ（デフォルト）または

プリセットされた別の電話番号に即座に転送し

ます。

転送先を電話番号に設定するには、[設定]、[転
送先の設定]の順に押し、電話番号を入力しま
す。

[リダイレクト]

[マネージャステータス]画面で使用できる残り
のソフトキーを表示します。

[詳細情報]

呼び出し中、接続中、または保留中のコール

を、マネージャのボイスメールボックスに送信

します。

[VM転送]

アシスタントがインターコム回線でマネージャ

と会話できるようにします。

[インターコム]
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機能ソフトキー

オフラインにします。マネージャに対して別の

アシスタントが設定されていて、そのアシスタ

ントがオンラインになっている場合、そのアシ

スタントがマネージャのアクティブなアシスタ

ントになります。

電話に応答できる他のアシスタントがいない場

合、マネージャ宛てのコールのフィルタ処理ま

たは即転送は行われず、マネージャの電話機の

呼び出し音が鳴ります。

プライマリアシスタントがオフライ

ン状態に移行するかまたはログアウト

すると、次に応答可能なアシスタント

がプライマリアシスタントになり、

そのアシスタントの電話機にマネー

ジャの電話機とコールのステータスが

表示されます。

（注）

[オフライン接続]

各種の設定を行うための [アシスタントの設定]
画面を表示します。設定できるフィールドにつ

いては、表 7：[アシスタントの設定]のフィー
ルド, （42ページ）を参照してください。

[設定]

電話機での Manager Assistant を使用したコールへの応答
[マネージャステータス]ページに表示されたマネージャ宛てのコールに応答できます。

手順

次のいずれかのオプションを選択します。

• [マネージャステータス]ページの [応答]ソフトキーを押します。

•呼び出し中のコールの [回線]ボタンまたはスピーカーボタンを選択します。

• Manager Assistantアプリケーション画面を終了します。 [コール処理]画面が表示されます。
[コール処理]画面で、[応答]ボタンを選択します。

[コール処理]画面には、コールの発信元の電話番号と、[応答]、[リダイレクト]、および [VM転送]
のソフトキーが表示されます。
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マネージャ設定の設定
[マネージャステータス]画面のリストでマネージャを選択すると、[マネージャの設定]画面が表
示されます。

次の表では、この画面のフィールドを設定する方法について説明します。

AssistantConsoleでマネージャの設定を変更するときにメニュー項目を押す速度が速すぎると、
セキュリティ対策としてそのマネージャがログアウトされ、[アシスタントモニタ]ウィンドウ
が非表示になります。マネージャが再度ログインできるようにするには、その特定の [マネー
ジャの設定] Webページで [保存]操作を実行する必要があります。

（注）

表 5：“[マネージャの設定] のフィールド”

機能ソフトキー

[オン]と [オフ]を切り替えます。このフィール
ドの設定を変更するには、フィールドを強調表

示し、[選択]を押します。このフィールドが
[オン]に設定されている場合、[フィルタモー
ド]フィールドで設定されたフィルタルールが
適用されます。

マネージャのためのフィルタを設定

するには、Assistant Consoleを使用す
る必要があります。詳細について

は、マネージャのためのフィルタリ

ストの作成, （65ページ）を参照し
てください。

（注）

[フィルタ]
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機能ソフトキー

[排他]と [包含]を切り替えます。このフィール
ドの設定を変更するには、フィールドを強調表

示し、[選択]を押します。

• [排他]：フィルタリストに含まれる電話番
号に一致するコールがアシスタントに送信

されます。残りのコールはマネージャに送

信されます。

• [包含]：フィルタリストに含まれる電話番
号に一致するコールがマネージャに送信さ

れます。残りのコールはアシスタントに送

信されます。

使用できるワイルドカード文字として、1つの
数字を表すXと、数字の先頭または末尾の数字
の文字列を表す *があります。

[フィルタモード]

マネージャの電話機の呼び出し音をオフにしま

す。このタスクは、マネージャごとに実行でき

ます。

[サイレント]

[オン]と [オフ]を切り替えます。このフィール
ドの設定を変更するには、フィールドを強調表

示し、[選択]を押します。このフィールドが
[オン]に設定されている場合、呼び出し中、接
続中、または保留中のコールがマネージャまた

はプリセットされた別の電話番号（[転送先の設
定]フィールドを選択して指定した番号）に送
信されます。

[コールの即転送]

[コールの即転送]フィールドが [オン]の場合に
コールが転送される番号。

デフォルト：ここで別の電話番号を設定しない

かぎり、コールは対応するマネージャの電話機

に転送されます。

[転送先の設定]

[オン]と [オフ]を切り替えます。このフィール
ドの設定を変更するには、フィールドを強調表

示し、[選択]を押します。プロキシ回線環境で
このフィールドが [オン]に設定されている場合
にマネージャ宛てのコールがあると、マネー

ジャの電話機でオーディオアラートが生成され

ます。

[アラートトーン]

Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガイド

39

アシスタント向け：電話機での Manager Assistant の使用
マネージャ設定の設定



Cisco Desktop Collaboration Experience Phone での [マネージャの設定]
画面の表示

手順

ステップ 1 [...]ボタンを押します。

ステップ 2 ドロップダウンメニューから [電話の設定]を選択します。

ステップ 3 [マネージャステータス]画面で、リストからマネージャを選択します。
[マネージャの設定]画面が表示されます。

Cisco Desktop Collaboration Experience Phone でのマネージャの設定の
設定

次の表では、[マネージャの設定]画面のフィールドを設定する方法について説明します。

AssistantConsoleでマネージャの設定を変更するときにメニュー項目を押す速度が速すぎると、
セキュリティ対策としてそのマネージャがログアウトされ、[アシスタントモニタ]ウィンドウ
が非表示になります。マネージャが再度ログインできるようにするには、その特定の [マネー
ジャの設定] Webページで [保存]をクリックします。

（注）
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表 6：“[マネージャの設定] のフィールド”

機能ソフトキー

設定を適用するアシスタントを選択します。

マネージャのためのフィルタを設定

するには、Assistant Consoleを使用す
る必要があります。詳細について

は、マネージャのためのフィルタリ

ストの作成, （65ページ）を参照し
てください。

（注）

[アシスタントの選択]

[オン]と [オフ]を切り替えます。[アシスタントへの通話の送信]

フィルタグループを設定します。

マネージャのためのフィルタを設定

するには、Assistant Consoleを使用す
る必要があります。詳細について

は、マネージャのためのフィルタリ

ストの作成, （65ページ）を参照し
てください。

（注）

[フィルタグループの設定]

[オン]と [オフ]を切り替えます。[優先コール以外のすべてのコールをアシスタン
トに送信する]

[オン]と [オフ]を切り替えます。[拒否された発信者のみを送信する]

アシスタント設定の設定
次の図に、[マネージャステータス]画面で [設定]ソフトキーを押すと表示される [アシスタントの
設定]画面を示します。 [アシスタントの設定]画面では、転送先や [マネージャステータス]画面
でのソート順序などの項目を設定できます。

表「[アシスタントの設定]のフィールド」では、画面のフィールドを設定する方法について説明
します。表「[アシスタントの設定]のソフトキー」では、画面のソフトキーを使用する方法につ
いて説明します。
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表 7：“[アシスタントの設定] のフィールド”

機能フィールド

[有効]と [無効]を切り替えます。このフィール
ドの設定を変更するには、フィールドを強調表

示し、[選択]を押します。このフィールドを有
効にすると、コールの応答中にリアルタイム更

新が送信されます。

コールをマネージャに転送する前にマネージャ

のステータスが話中であるかまたはアイドルで

あるかを調べておくと便利です。このフィール

ドが有効な場合、コールに応答しているときに

マネージャのステータスの変更が表示されま

す。

[コールプレーンの上書き]
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機能フィールド

[有効]と [無効]を切り替えます。このフィール
ドの設定を変更するには、フィールドを強調表

示し、[選択]を押します。このフィールドを有
効にすると、[マネージャステータス]画面が新
しいコールイベントに基づいてソートされま

す。

マネージャのリストのソート順序については、

マネージャのステータスの確認, （34ページ）
を参照してください。

このフィールドが無効な場合、[マネージャス
テータス]画面は静的です。

[スマートソート]

マネージャに対して [すべて転送]フィールドを
[オン]に設定した場合、そのマネージャ宛ての
着信呼が転送先に転送されます。転送先は、現

在選択されているマネージャ（デフォルト）ま

たは電話番号です。

コールを電話番号に転送するには、[転送先の設
定]フィールドに電話番号を入力します。電話
番号を変更するには、[転送先の設定]フィール
ドを編集します。

[転送先の設定]

表 8：“[アシスタントの設定] のソフトキー”

機能フィールド

ボタンを押して、画面の 2つの切り替えフィー
ルド（[コールプレーンの上書き]および [スマー
トソート]）の設定を変更します。 [転送先の設
定]フィールドを強調表示し、[選択]を押すと、
即転送操作の転送先番号を設定するための画面

が表示されます。

選択
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機能フィールド

デフォルトでは、[マネージャステータス]画面
は、マネージャのステータスが変更されたとき

またはマネージャ宛ての新しいコールが着信し

たときに更新されます。

[更新の停止]ボタンは、この自動更新を無効に
します。

このボタンは、たとえば、33人のマネージャを
サポートしているときに 20人目のマネージャ
の設定を変更する場合に使用します。

この場合、[マネージャステータス]画面でマ
ネージャリストを下にスクロールし、20番目
の名前を強調表示した後、[選択]を押します。

このとき画面の更新が発生すると、スクロール

リスト内の位置が変化したり、潜在的に重要な

ステータスの更新を見失ったりする可能性があ

ります。したがって、このような状況での更新

を回避するには、[更新の停止]ボタンを押しま
す。

自動更新を再度有効にするには、[更
新の再開]ボタンを押します。

（注）

[更新の停止]/[更新の再開]

[アシスタントの設定]画面を終了し、[マネー
ジャステータス]画面に戻ります。

[終了]

IPMAサービスからログアウトします。いった
んログアウトした後は、再度サービスにログイ

ンする必要があります。

[ログアウト]

固有呼び出し音機能のカスタマイズ
固有呼び出し音機能では、一意の呼び出し音タイプを各電話回線に関連付けることができます。

一意の呼び出し音タイプをマネージャのプロキシ回線に関連付けることにより、自分宛ての着信

呼とマネージャ宛ての着信呼を簡単に区別できます。

固有呼び出し音機能を電話機上で直接カスタマイズするには、次の手順を使用します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified IP Phoneの [設定]ボタンを押します。

ステップ 2 [ナビゲーション]パッドを使用して [設定]メニューから [呼出音タイプ]を選択します（または電
話機のキーパッドの 2を押します）。
電話機のそれぞれの回線が、選択された呼び出し音タイプとともに電話機のLCD画面に表示され
ます。これらの回線では、最初はデフォルトの呼び出し音タイプが使用されます。

ステップ 3 回線の呼び出し音タイプを変更するには、[ナビゲーション]パッドを使用して回線を選択し、[選
択]ソフトキーを押します。

電話機のどのマネージャプロキシ回線が特定のマネージャに関連付けられているかを

識別するには、Assistant Consoleの [マイコール]パネルを確認してください。このパネ
ルには、マネージャプロキシ回線とマネージャ名が表示されます。（マネージャのプ

ロキシ回線とは、アシスタントがそのマネージャ宛ての着信呼を受信する回線です）。

（注）

ステップ 4 選択した回線に対して使用可能な呼び出し音タイプのリスト内を移動するには、[ナビゲーション]
ボタンを使用します。任意の呼び出し音タイプのサンプルを再生するには、呼び出し音タイプを

選択し、[再生]ソフトキーを押します。

ステップ 5 新しい呼び出し音タイプを関連付けるには、[選択]ソフトキーと [OK]ソフトキーを押し、[終了]
を押します。

Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガイド

45

アシスタント向け：電話機での Manager Assistant の使用
固有呼び出し音機能のカスタマイズ



   Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガ
イド

46

アシスタント向け：電話機での Manager Assistant の使用
固有呼び出し音機能のカスタマイズ



第 6 章

マネージャ向け：電話機での Manager
Assistant の使用

• マネージャ向け：電話機でのManager Assistantの使用, 47 ページ

• 電話機での共有回線モードのManager Assistantの使用, 47 ページ

• コールの即転送および転送, 48 ページ

• 電話機でのプロキシ回線モードのManager Assistantの使用, 48 ページ

• Cisco Desktop Collaboration Experience Phoneでのコールの処理, 59 ページ

• インターコム機能を使用したアシスタントとの通話, 60 ページ

• 電話機の呼び出し音のミュート, 61 ページ

• Cisco Extension Mobilityの使用, 61 ページ

マネージャ向け：電話機での Manager Assistant の使用
この章では、電話機で共有回線モードおよびプロキシ回線モードのManager Assistantを使用する
方法について説明します。共有回線モードとプロキシ回線モードのどちらを選択するかについて

は、システム管理者が責任を負います。Manager Assistantの使用を開始する前に、モードを識別
する必要があります。

電話機での共有回線モードの Manager Assistant の使用
共有回線モードでは、マネージャとアシスタントに同じ電話番号が割り当てられます。アシスタ

ントは、共有番号を使用して、マネージャ宛てのコールを処理します。

共有回線モードのManager Assistantは、マネージャに対して次の機能を提供します。

• Cisco Unified IP Phoneでの拡張コール処理機能：電話機の LCD画面にソフトキーとステータ
スウィンドウを表示します。
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•インターコム機能：アシスタントとの間でインターコムコールの発信および受信を行うこと
ができます。

• Webベースの機能の設定：[マネージャの設定]ウィンドウを使用して、転送先をカスタマイ
ズできます。また、アシスタントが Assistant Consoleからマネージャのためにこの機能を設
定することもできます。

コールの即転送および転送
マネージャは、電話機でManager Assistantソフトキーを使用して、アクティブコールの即転送、
転送、および一般的な処理を行うことができます。

•着信呼を即座に別の番号にリダイレクトできます。

• [リダイレクト]ソフトキーを押すと、電話機で呼び出し中、接続中、または保留中のコール
を、転送先として事前に設定されている別の電話番号に転送できます。マネージャまたはア

シスタントは、[マネージャの設定]ウィンドウからこの転送先を変更できます。

電話機でのプロキシ回線モードの Manager Assistant の使
用

プロキシ回線モードのManager Assistantでは、マネージャに電話番号が割り当てられる一方、ア
シスタントに代替電話番号が割り当てられます。この代替電話番号は、アシスタントがマネージャ

宛てのコールを処理するためのプロキシ番号（回線）として使用されます。

共有回線モードとプロキシ回線モードのどちらを選択するかについては、システム管理者が責任

を負います。Manager Assistantの使用を開始する前に、モードを識別する必要があります。

プロキシ回線モードのManager Assistantは、マネージャに対して次の機能を提供します。

•コールルーティング：カスタムフィルタリストに基づいて、着信呼を自分の電話機または
アシスタントの電話機に選択的にリダイレクトします。

• Cisco Unified IP Phoneでの拡張コール処理およびモニタリング機能：電話機の LCD画面に新
しいソフトキーとステータスウィンドウを表示します。

•インターコム機能：アシスタントとの間でインターコムコールの発信および受信を行うこと
ができます。

• Webベースの機能の設定：[マネージャの設定]ウィンドウを使用して、いくつかのマネー
ジャ機能（たとえば、転送先）をカスタマイズできます。必要に応じて、アシスタントが

Assistant Consoleからマネージャのためにこれらの機能を設定することもできます。
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アシスタントの選択について

Cisco Extension Mobilityを使用するように設定されている場合を除き、マネージャは自動的に
Manager Assistant機能にログインします。

アシスタントがマネージャ宛てのコールを処理するためには、AssistantConsoleにログインしてい
て、オンライン状態になっている必要があります。アクティブなアシスタントとは、現在マネー

ジャ宛てのコールを処理しているアシスタントのことをいいます。このアシスタントがログアウ

トするかオフライン状態に移行した場合、Manager Assistantによって別のアシスタントがマネー
ジャに割り当てられます。

システム管理者によってユーザの名前、優先ロケーション、またはパスワードが変更された場

合、マネージャはログアウトされません。ユーザ IDの変更に関しては、そのマネージャの
ユーザ IDが変更された場合はマネージャもアシスタントもログオフされません。一方、アシ
スタントのユーザIDが変更された場合は、アシスタントはアシスタントの電話機およびAssistant
Consoleからログオフされます。

（注）

アクティブなアシスタントの識別

複数のアシスタントがいる場合は、電話機の [サービス]ボタンを押し、[アシスタントサービス]
を選択することにより、現在アクティブなアシスタントを識別できます。項目 3を選択すると、
アクティブなアシスタントが識別されます。アクティブなアシスタントのステータスの詳細につ

いては、表 9：[マネージャステータス]メニューの項目と対応するタスク, （50ページ）を参照
してください。

デフォルトのアシスタントの割り当て

Manager Assistantは、可能な場合、デフォルトのアシスタントをマネージャのアクティブなアシ
スタントとして割り当てます。このアシスタントがオフライン状態に移行するかまたはログアウ

トして対応不可能になった場合は、Manager Assistantによって、デフォルトのアシスタントがロ
グインするかオンライン状態に戻るまで、別のアシスタントが割り当てられます。

マネージャ（またはアシスタント）は、[マネージャの設定]ウィンドウからデフォルトのアシス
タントを変更できます。

アシスタントの変更

複数のアシスタントがいて、複数のアシスタントがオンライン状態で対応可能な場合、アクティ

ブなアシスタントを手動で選択して自動選択を上書きできます。

アシスタントのリストを表示するために、[マネージャステータス]メニューから項目 3を選択し
ます。次に、別のアシスタントを選択します。アシスタントの変更の詳細については、表9：[マ
ネージャステータス]メニューの項目と対応するタスク, （50ページ）を参照してください。
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アシスタントが対応不可能な場合

アシスタント全員が対応不可能な場合、電話機の [マネージャステータス]メニューに丸に斜線付
きの [アシスタント]アイコン（一番左側のアイコン）が表示されます。コール処理サポートは、
アシスタントの 1人がログインすると即座に再開されます。

電話機での [マネージャステータス] メニューの使用
電話機の [マネージャステータス]メニューを開くには、[サービス]ボタンを押し、[アシスタント
サービス]を選択します。次の表に、[マネージャステータス]メニューの項目と対応するタスク
について説明します。

表 9：“[マネージャステータス] メニューの項目と対応するタスク”

機能メニュー項目メニュー項目番号

コールフィルタリングのオフとオンを切り替

えます。

[フィルタ]1

包含フィルタと排他フィルタを切り替えます。[フィルタモード]2

アクティブなアシスタントおよびその他の対

応可能なアシスタントを表示します。

[アシスタント]3

ステータスウィンドウの使用

[マネージャステータス]メニューは、Cisco Unified IP Phoneの LCD画面に表示されます。

[マネージャステータス]メニューには、次の 2つの領域があります。

•アシスタントモニタ領域：ステータスウィンドウの上部に、アシスタントがマネージャの
ために処理しているコールの発信者 IDと経過時間が表示されます。アシスタントモニタの
詳細については、表「アシスタントモニタのメッセージ」を参照してください。

•アシスタントおよび機能領域：ステータスウィンドウの最大の領域です。アクティブなアシ
スタントのプレゼンスや機能のオン/オフステータスを示すアイコンが表示されます。アシ
スタント機能の詳細については、表「Cisco Unified IP Phoneのメッセージステータスアイコ
ン」を参照してください。

自分の電話機を使用してコールを発信または受信しているときは、ステータスウィンドウは表示

されません。

アシスタントモニタのオン/オフを切り替えるには、[モニタ]ソフトキーを押します。
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表 10：“アシスタントモニタのメッセージ”

意味メッセージ

アシスタントモニタはオンですが、接続されて

いるコールまたは着信呼は、この時点でアシス

タントにリダイレクトされていません。

「アシスタントモニタ -オン」

アシスタントモニタはオフです。オンに設定

するには、[モニタ]ソフトキーを押します。
「アシスタントモニタ -オフ」

着信呼はアシスタントにリダイレクトされ、現

在、アシスタントの電話機で呼び出していま

す。この時点でコールをインターセプトできま

す。

「発信元」<発信者 ID>

アシスタントは着信呼に応答しました。タイ

マーは、アシスタントがコールに応答した時点

（またはコールを処理した時点）から開始しま

す。

[<発信者ID> <通話時間>]

コールフィルタリング機能はこの時点で使用で

きません。

「フィルタ使用不可」

白黒のLCD画面を備えたCiscoUnified IPPhoneでは、表に説明されているものを除き、カラー
画面を備えた電話機と同じアイコンが表示されます。

（注）

表 11：“Cisco Unified IP Phone のメッセージステータスアイコン”

説明機能

この人物を模したアシスタントアイコンは、ス

テータスウィンドウの左側に配置されます。

このアイコンは、アクティブなアシスタントが

マネージャ宛てのコールに対応する準備が整っ

ていることを示します。

アシスタント対応可能
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説明機能

[アシスタント対応不可能]アイコンは、丸に斜
線付きの人物で示されます。このアイコンは、

アシスタント全員が対応不可能であることを示

します。

アクティブなアシスタントを識別するには、

Cisco Unified IP Phoneの [サービス]ボタンを押
し、[アシスタントサービス]を選択します。

アシスタント対応不可能

窓を通過する緑色の矢印と窓によって反射され

る赤い矢印のアイコンは、フィルタリングがオ

ンになっていることを示します。

白黒の LCD画面を備えた Cisco
Unified IP Phoneでは、[コールフィル
タ有効]アイコンは、メッシュで塗り
つぶされた円で示されます。

（注）

コールフィルタ有効

窓を通過する緑色の矢印と窓によって反射され

る赤い矢印に加えて丸に斜線が付いたアイコン

は、フィルタリングがオフになっていることを

示します。

フィルタのオン/オフを切り替えるには、[マネー
ジャステータス]メニューから [フィルタ]を選
択します。コールフィルタリングは、[マネー
ジャの設定]ウィンドウから設定できます。

白黒の LCD画面を備えた Cisco
Unified IP Phoneでは、[コールフィル
タ無効]アイコンは、内側が白抜きの
円で示されます。

（注）

コールフィルタ無効

丸に斜線付きのベルは、機能がオン（呼び出し

音が無効）であることを示します。

サイレント有効

ベルは、機能がオフ（呼び出し音が有効）であ

ることを示します。

サイレント機能を有効または無効にして呼び出

し音をオンまたはオフにするには、[サイレン
ト]ソフトキーを押します。

サイレント無効
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説明機能

バリアによって反射される矢印のアイコンは、

機能がオンである（コールが電話機からリダイ

レクトされる）ことを示します。

すべて即転送有効

バリアによって反射される矢印に加えて丸に斜

線が付いたアイコンは、機能がオフである

（コールが自分の電話機に送られる）ことを示

します。

[すべて転送]機能を有効または無効にするに
は、[アシスタント]ソフトキーを押します。こ
の機能の初期デフォルト転送先は、選択されて

いるアシスタントです。転送先は、[マネージャ
の設定]ウィンドウから変更できます。

すべて即転送無効

Cisco Desktop Collaboration Experience Phoneのステータスウィンドウの使用
自分の電話機を使用してコールを発信または受信しているときは、ステータスウィンドウは表示

されません。

Cisco Desktop Collaboration Experience Phoneでは、[サイレント]および [アシスタントモニタの
設定]ソフトキーオプションを使用できません。

（注）

表 12：“Cisco Desktop Collaboration Experience Phoneのメッセージステータスアイコン”

説明機能

アシスタントの名前を使用して、アシスタント

の対応可能性が表示されます。

[アシスタント対応可能]

Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガイド

53

マネージャ向け：電話機での Manager Assistant の使用
ステータスウィンドウの使用



説明機能

このメッセージは、対応可能なアシスタントが

いないときに表示されます。

アクティブなアシスタントを識別するには、電

話機の [サービス]ボタンを押し、[アシスタン
トサービス]を選択します。

[アシスタント対応不可能]

フィルタのオン/オフを切り替えるには、[マネー
ジャステータス]メニューから [フィルタ]を選
択します。コールフィルタリングは、[マネー
ジャの設定]ウィンドウから設定できます。

[コールフィルタオン]

フィルタのオン/オフを切り替えるには、[マネー
ジャステータス]メニューから [フィルタ]を選
択します。コールフィルタリングは、[マネー
ジャの設定]ウィンドウから設定できます。

[コールフィルタオフ]

「即転送オン」メッセージがアシスタントの名

前の下に表示されます。

[即転送オン]

   Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガ
イド

54

マネージャ向け：電話機での Manager Assistant の使用
ステータスウィンドウの使用



説明機能

「即転送オフ」メッセージがアシスタントの名

前の下に表示されます。

[即転送オフ]

着信呼のアラートトーンの設定

着信呼はマネージャの電話機の画面に表示されますが、アシスタントの電話機でのみ呼び出し音

が鳴ります。マネージャの電話機の着信呼にオーディオアラートを追加するには、次の手順を使

用します。

手順

ステップ 1 [サービス]ボタンを押します。

ステップ 2 [アラートトーン]を選択し、[オン]に設定します。
アラートは、コールごとに 1回鳴ります。

次の場合、着信呼に対するアラートトーンは鳴りません。

•アシスタントの電話機または Assistant Consoleから電話機のアラートトーンがオフに設定さ
れている場合。

•アシスタントモニタ機能がオフの場合。

•コールを自動的にアシスタントにリダイレクトするように設定している場合。

アシスタントの電話機で呼び出されているコールのインターセプト

アシスタントの電話機で呼び出し音が鳴っているコールをインターセプトし、それを自分の電話

機にリダイレクトするには、Cisco Unified IP Phoneの [インターセプト]ソフトキーを押します。

コールをインターセプトするには、アシスタントがコールに応答する前に [インターセプト]ソフ
トキーを押す必要があります。すでに接続されているコールはインターセプトできません。

自分宛てのコールの呼び出し音がアシスタントの電話機で鳴っているとき、自分の電話機のステー

タスウィンドウの [アシスタントモニタ]部分にテキスト「発信元」と発信者 IDが表示されます。
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着信呼を別の番号に即座にリダイレクトする

自分の電話機で呼び出し中、接続中、または保留中のコールを別の電話機にリダイレクトするに

は、[リダイレクト]ソフトキーを押します。リダイレクト機能は、デフォルトで、選択されたア
シスタントにコールをリダイレクトします。ただし、マネージャまたはアシスタントは、任意の

電話番号を転送先として設定できます。

アシスタントが転送先として設定され、[アシスタントモニタ]がオンの場合、LCD画面のステー
タスウィンドウで、コールがアシスタントにリダイレクトされたことを確認できます。

[リダイレクト]機能と [すべて転送]（アシスタント）機能は、同じ転送先を共有します。マネー
ジャまたはアシスタントは、[マネージャの設定]ウィンドウからこの転送先を変更できます。

すべてのコールを別の番号にリダイレクトする

[すべて転送]（アシスタント）機能をオンまたはオフに切り替えるには、[アシスタント]ソフト
キーを押します。 [アシスタント]機能がオンの場合、着信呼は別の電話機にリダイレクトされま
す。アイコンについては、表 11：Cisco Unified IP Phoneのメッセージステータスアイコン, （51
ページ）を参照してください。

コールごとに呼び出す [リダイレクト]機能とは異なり、[アシスタント]では、この機能をオフに
設定しないかぎり、今後発生するすべての着信呼をリダイレクトできます。

[アシスタント]機能の転送先には、選択されたアシスタントがデフォルトで使用されます。ただ
し、マネージャまたはアシスタントは、任意の電話番号を転送先として設定できます。たとえ

ば、オフィスを離れている間にコールを受信するには、[すべて転送]の転送先を携帯電話番号に
設定します。

[アシスタント]は、アシスタントが管理できるマネージャのすべての回線に適用されます。アシ
スタントがアクセスできないコールや、インターコムコールで受信するコールには適用されませ

ん。

[アシスタント]機能と [リダイレクト]機能は、同じ転送先を共有します。マネージャまたはアシ
スタントは、[マネージャの設定]ウィンドウからこの転送先を変更できます。

コールフィルタリングと [アシスタント]の両方が有効な場合、Manager Assistantによって最初に
コールフィルタリングが着信呼に適用されます。コールフィルタリングにより、コールが（フィ

ルタ設定に応じて）自分またはアシスタントに振り分けられます。次に、Manager Assistantが、
フィルタリングによって自分に振り分けられたコールに [アシスタント]を適用します。 [アシス
タント]機能は、これらのコールを [アシスタント]の転送先にリダイレクトします。

電話機上ですべてのコールの転送を設定している場合、マネージャが入力した転送先の番号にす

べての着信呼が転送されます。マネージャ宛てのコールがフィルタ処理されてアシスタントに送

られたり、転送先にリダイレクトされたりすることはありません。
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ボイスメッセージングサービスへのコールの転送

電話機からボイスメッセージングサービスにコールを即座に送信するには、[VM転送]ソフトキー
を押します。保留中のコールをボイスメッセージングサービスに転送できます。

コールフィルタリングの使用

コールフィルタリング機能は、発信者 IDおよび次の設定に基づいて、マネージャ宛ての着信呼
を選択的にアシスタントにリダイレクトします。

•フィルタモード

•フィルタリスト

•フィルタのステータス（オン/オフ）

表「コールフィルタリングの設定」では、これらのフィルタ設定について説明します。

初期デフォルト設定では、包含コールフィルタリングがオンに設定され、フィルタリストが空に

なっています。したがって、すべての着信呼がアシスタントにリダイレクトされます。フィルタ

リングをカスタマイズする方法については、マネージャのためのフィルタリストの作成, （65
ページ）を参照してください。

アシスタントがコールを処理できるようにするには、コールフィルタリングを有効にする必要が

あります。コールフィルタリングと [すべて転送]（アシスタント）の両方が有効な場合、Manager
Assistantによって最初にコールフィルタリングが着信呼に適用されます。コールフィルタリング
により、コールが（フィルタ設定に応じて）自分またはアシスタントに振り分けられます。次

に、ManagerAssistantが、フィルタリングによって自分に振り分けられたコールに [アシスタント]
を適用します。 [アシスタント]機能は、これらのコールを [アシスタント]の転送先にリダイレク
トします。

たとえば、包含フィルタを設定して、家族からのコールのみを受信するように設定できます。そ

れ以外のコールについては、アシスタントが処理します。オフィスを離れる場合は、[アシスタン
ト]の転送先を携帯電話番号に設定し、[すべて転送]を有効にすることで、家族からのコールを携
帯電話で受信できます。それ以外のコールについては、アシスタントが処理します。

電話機上ですべてのコールの転送を設定している場合、マネージャが入力した転送先の番号にす

べての着信呼が転送されます。マネージャ宛てのコールがフィルタ処理されてアシスタントに送

られたり、転送先にリダイレクトされたりすることはありません。
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表 13：“コールフィルタリングの設定”

注操作目的設定

初期デフォルトでは、包含

フィルタがアクティブに設

定されます。

アシスタントは、マネー

ジャのために Assistant
Consoleからフィルタモー
ドを制御できます。

電話機の LCD画面の [マ
ネージャステータス]メ
ニューから包含フィルタリ

ストと排他フィルタリスト

を切り替えます。

フィルタモード設

定を使用して、包

含フィルタリスト

と排他フィルタリ

ストを切り替えま

す。詳細について

は、表2：[マイマ
ネージャ]パネル
の表示, （15ペー
ジ）を参照してく

ださい。

フィルタモード

フィルタリストは、マネー

ジャのためにアシスタント

が設定することもできま

す。デフォルトで、フィル

タリストは空になっていま

す。

[マネージャの設定]ウィン
ドウからフィルタリストを

作成します。 [包含]または
[排他]フィルタタブを選択
します。

フィルタリスト

は、1つまたは複
数の電話番号（一

部または全部）か

ら構成されます。

フィルタリングが

オンのときに新し

いコールを受信す

ると、Manager
Assistantによっ
て、発信者 IDが
アクティブなリス

ト内の番号と比較

されます。番号が

一致するかどう

か、およびどちら

のフィルタリスト

（包含または排

他）がアクティブ

であるかに応じ

て、Manager
Assistantによって
コールがマネー

ジャまたはアシス

タントにルーティ

ングされます。

フィルタリスト
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注操作目的設定

フィルタのデフォルトの設

定は [オン]です。
電話機の LCD画面の [マ
ネージャステータス]メ
ニューからフィルタリング

のオンとオフを切り替えま

す。 [サービス]ボタンを押
します。[アシスタントサー
ビス]を選択し、[フィルタ]
を選択します。

フィルタのオン/オ
フ設定は、コール

フィルタリングを

オンまたはオフに

切り替えます。

この機能がオンの

場合、すべての着

信呼がインターセ

プトされ、フィル

タ設定に基づいて

リダイレクトされ

ます。

フィルタのステー

タス（オン/オフ）

[マネージャステータス]メニューの円形アイコンは、コールフィルタリング機能のオン/オフ状態
を示します。

•オン =メッシュで塗りつぶされた円形アイコン。

•オフ =内側が白抜きの円。

Cisco Desktop Collaboration Experience Phone でのコールの
処理

マネージャの電話機からコールが発信されると、次のソフトキーオプションがアクティブ化され

ます。

説明ソフトキー

会議参加者をコールに追加します。[会議]

コールを保留します。[保留]

呼び出し中または接続中のコールをマネージャ

のボイスメッセージングシステムにリダイレク

トします。

[VMへ転送]

選択したコールを事前に設定された転送先番号

に転送します。呼び出し中、接続中、または保

留中のコールをリダイレクトできます。

[他の番号に転送]
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説明ソフトキー

選択したコールをアシスタントへリダイレクト

します。

[アシスタントへ]

接続されているコールを終了します。[終了]

インターコム機能を使用したアシスタントとの通話
インターコム機能は、インターコム回線を使用してアシスタントと会話できるオプションの機能

です。この機能の設定は、システム管理者が行います。

電話機でこの機能を使用できない場合は、システム管理者にお問い合わせください。（注）

手順

ステップ 1 インターコムコールを発信するには、アシスタントに対応する [インターコム]ボタンを押しま
す。

ステップ 2 このコールを開始すると、アシスタントのスピーカーフォンが自動的に応答します。スピーカー

フォン、ヘッドセット、またはハンドセットを使用して会話を開始できます。アシスタントがマ

ネージャと会話するには、IP Phoneの [インターコム]ボタンを押す必要があります。
次の記述は、CiscoUnified IP Phone 7961G-GE、7961G、7960G、7941G-GE、7941G、および 7940G
以外のすべての Cisco Unified IP Phoneに適用されます。

•共有回線モードでは、現在のアクティブなアシスタントがインターコムコールの接続先にな
ります。ログインしたときにアクティブなアシスタントがいない場合、コールの接続先は存

在しません。

•プロキシ回線モードでは、コールを開始した後でさまざまな状況が考えられます。

◦デフォルトのアシスタントが設定され、対応可能な場合、そのアシスタントがコールの
接続先になります。そのアシスタントが対応不可能な場合、次に対応可能なアシスタン

トが接続先になります。ログインしたときにアクティブなアシスタントがいない場合、

接続先はデフォルトのアシスタントのまま変わりません。

◦デフォルトのアシスタントが設定されていない場合、現在アクティブなアシスタントが
接続先になります。マネージャがログインしている間にそのアクティブなアシスタント

がオフラインに移行した場合、次に対応可能なアシスタントが接続先になります。対応

可能なアシスタントが他にいない場合、接続先はオフラインに移行したアシスタントの

まま変わりません。

◦デフォルトのアシスタントが設定されておらず、マネージャがログインしたときにアク
ティブなアシスタントがいない場合、コールの接続先は存在しません。
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Cisco Unified IP Phone 7961G-GE、7961G、7960G、7941G-GE、7941G、および 7940Gを
使用している場合のみ、アシスタントが別の電話に出ているときにマネージャがイン

ターコムコールを開始すると、アシスタントの電話機で呼び出し音が鳴ります。アシ

スタントは、手動でコールに応答してインターコムを聞く必要があります。（逆にマ

ネージャが別の電話に出ているときにアシスタントがインターコムコールを開始した

場合も同様です）。他の電話機の場合、この手順の最初に説明したように、アシスタン

トはインターコムを聞くためにコールに応答する必要はありません。

（注）

ステップ 3 インターコムコールを終了するには、受話器を置きます（または [スピーカ]または [ヘッドセッ
ト]ボタンを押します）。

電話機の呼び出し音のミュート
電話機の呼び出し音をミュートするには、[サイレント]ソフトキーを押してサイレント（DND）
機能のオンとオフを切り替えます。（電話機で DND機能を使用できない場合は、システム管理
者にお問い合わせください）。

この機能をオンにすると、Cisco Unified IP Phoneの呼び出し音が無効になります。 DND機能は、
電話機のすべての回線に対して呼び出し音を無効にします。（インターコムは DND機能の影響
を受けません）。初期デフォルト設定はオフです。

DND機能は、Cisco Unified IP Phoneの LCD画面の [Manager Assistantステータス]ウィンドウのベ
ルアイコンによって示されます。アイコンについては、表 11：Cisco Unified IP Phoneのメッセー
ジステータスアイコン, （51ページ）を参照してください。

Cisco Extension Mobility の使用
Manager Assistantを Cisco Extension Mobilityとともに使用するには、Cisco Extension Mobilityにロ
グインし、[サービス]メニューの [アシスタントサービス]を選択します。

Cisco Extension Mobility機能の詳細については、Cisco Unified IP Phoneガイドを参照してくださ
い。
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第 7 章

マネージャ機能の設定

• マネージャ機能の設定, 63 ページ

• マネージャ向け：マネージャの設定へのアクセス, 63 ページ

• アシスタント向け：マネージャの設定へのアクセス, 64 ページ

• マネージャへのデフォルトのアシスタントの割り当て, 64 ページ

• マネージャの転送先の設定, 65 ページ

• マネージャのためのフィルタリストの作成, 65 ページ

• マネージャおよびアシスタントの設定の更新, 67 ページ

マネージャ機能の設定
マネージャおよびアシスタントは、[マネージャの設定]ウィンドウでマネージャの初期設定を変
更できます。

•マネージャは、Webサイトからこのウィンドウにアクセスできます。

•アシスタントは、Assistant Consoleからこのウィンドウにアクセスできます。

Manager Assistantは、システム管理者によって、共有回線モードまたはプロキシ回線モードで動
作するように設定されています。詳細については、共有回線モードとプロキシ回線モードの概要,
（4ページ）を参照してください。

初期デフォルト設定では、マネージャは最初に初期設定を行わなくてもManager Assistantを使用
できます。

マネージャ向け：マネージャの設定へのアクセス
マネージャは、Webサイトから [マネージャの設定]ウィンドウにアクセスできます。 URLは、
システム管理者から入手できます。
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手順

ステップ 1 Microsoft Windows 2000以降が実行されているコンピュータで、Microsoft Internet Explorer（IE）ブ
ラウザを開きます。ブラウザのバージョンは、5.5以降である必要があります。

ステップ 2 システム管理者が指定したURLを開きます。URLは、http://<ipアドレス>/ma/desktop/maLogin.jsp
という形式になっています。

Manager Assistantソフトウェアをインストールするかどうかをたずねるポップアップウィンドウ
が表示されます。

ステップ 3 [Cisco Systems Inc.からの内容を常に信頼する]チェックボックスをオンにします。次に、[はい]
をクリックします。

[ログイン]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ユーザ名とパスワードを（システム管理者によって提供されたとおりに）入力し、[ログイン]を
クリックします。

[マネージャの設定]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 ログアウトするには、ブラウザのウィンドウを閉じます。

アシスタント向け：マネージャの設定へのアクセス
アシスタントは、Assistant Consoleから [マネージャの設定]ウィンドウにアクセスできます。

特定のマネージャのウィンドウにアクセスするには、AssistantConsoleの [マイマネージャ]パネル
内で、目的のマネージャの行の任意の場所で右クリックし、ポップアップメニューから [設定]を
選択します。

すべてのマネージャのウィンドウにアクセスするには、メニューバーから [マネージャ] > [設定]
を選択します。必要に応じて、機能を設定するマネージャを[マネージャ]ドロップダウンメニュー
から選択します。

マネージャへのデフォルトのアシスタントの割り当て
マネージャに対して設定されているアシスタントの 1人をデフォルトのアシスタントとして識別
するには、次の手順を使用します。

Manager Assistantは、可能な場合、デフォルトのアシスタントをマネージャのアクティブなアシ
スタントとして割り当てます。デフォルトのアシスタントがログインしていない場合、Manager
Assistantは、別の対応可能なアシスタントをアクティブなアシスタントとして割り当てます。デ
フォルトのアシスタントがログインすると、Manager Assistantによってデフォルトのアシスタン
トがアクティブになります。コールは、このデフォルトのアシスタントによって処理されます。
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手順

ステップ 1 [マネージャの設定]ウィンドウで、[デフォルトのアシスタント]タブを（必要に応じて）クリッ
クして、[デフォルトのアシスタントの選択]ウィンドウを表示します。

ステップ 2 アシスタントのドロップダウンメニューから適切なアシスタントを選択し、変更を保存します。

マネージャの転送先の設定
マネージャは、次の方法を使用して転送先を設定できます。

•プロキシ回線モード：ManagerAssistantを使用しているマネージャは、[すべて転送]（アシス
タント）および [リダイレクト]機能を使用して、アシスタントまたは別の電話番号（転送先
ともいいます）にコールを送信できます。 [アシスタント]機能と [リダイレクト]機能は、同
じ転送先を共有します。

•共有回線モード：共有回線モードのManager Assistantを使用しているマネージャは、転送先
を設定して、コールが着信したときに [リダイレクト]ソフトキーを使用してコールを転送で
きます。ログインすると、即転送画面が自動的に表示されます。

初期デフォルトでは、マネージャのアクティブなアシスタントが転送先になります。マネージャ

およびアシスタントは、次の手順を使用して、転送先を変更できます。

手順

ステップ 1 [マネージャの設定]ウィンドウから、[即転送]タブをクリックして [即転送の設定]ウィンドウを
表示します。

ステップ 2 （プロキシ回線モードのみ）[電話番号]または [アシスタント]を選択します。

ステップ 3 [電話番号]を選択した場合、有効な電話番号を入力します。その番号は、電話機からダイヤルす
る場合とまったく同じように入力して、変更を保存します。

マネージャのためのフィルタリストの作成
マネージャまたはアシスタントは、フィルタリストを使用して、マネージャのコールフィルタリ

ング機能をカスタマイズできます。

デフォルトで、フィルタリストは空になっています。フィルタリストに番号を追加してカスタ

マイズします。フィルタモードを選択して、包含フィルタリストと排他フィルタリストを切り

替えます。リストの説明については、表 2：[マイマネージャ]パネルの表示, （15ページ）を参
照してください。
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一度にアクティブにできるフィルタモードは 1つだけです（包含または排他）。マネージャは、
電話機のManager Assistantメニューからフィルタモードを切り替えることができます。アシスタ
ントは、マネージャのためにAssistantConsoleからフィルタモードを切り替えることができます。

Manager Assistantによって、着信呼の発信者 IDがアクティブなフィルタリスト内の電話番号と比
較されます。

包含フィルタリングがオンの場合

たとえば、電話番号54321をマネージャの包含フィルタリストに追加した場合、54321から
そのマネージャのオフィスの電話機にかけられたすべてのコールが（アシスタントではな

く）マネージャにルーティングされます。

排他フィルタリングがオンの場合

たとえば、電話番号 54xxxをマネージャの排他フィルタリストに追加した場合、54で始ま
る 5桁の番号の電話回線からのすべての着信呼が（マネージャではなく）アシスタントに
ルーティングされます。

フィルタリストには、次のワイルドカードを使用できます。

x

フィルタ内の任意の場所の1つの番号を置き換えるために使用します。たとえば、「123x5」
は、4桁めが 0～ 9の 5桁の電話番号を表します。 xは大文字でも小文字でもかまいませ
ん。

*

*は、フィルタの先頭または末尾の複数の数字を置き換えるために使用します。たとえば、
「5*」は、5で始まる任意の桁数の電話番号を表します。

ワイルドカードに加えて、フィルタリストには、ハイフン（–）、ピリオド（.）、および空白を
使用できます。

フィルタリストは空にすることもできます。初期デフォルトでは、フィルタが有効になってい

て、包含フィルタリストが空になっています。つまり、マネージャ宛てのすべての着信呼がアシ

スタントにリダイレクトされます。

マネージャは、自分の電話機からフィルタリストをアクティブにできます。電話機のManager
Assistantメニューを開きます。 [フィルタ]機能のオン/オフを切り替えるには、[1]を押します。
包含フィルタモードと排他フィルタモードを切り替えるには、[2]を押します。

マネージャおよびアシスタントは、次の手順を使用してフィルタリストを作成できます。

コールフィルタリングと [すべて転送]（アシスタント）の両方が有効な場合、Manager Assistant
によって最初にコールフィルタリングが着信呼に適用されます。コールフィルタリングにより、

コールが（フィルタ設定に応じて）自分またはアシスタントに振り分けられます。次に、Manager
Assistantが、フィルタリングによって自分に振り分けられたコールに [アシスタント]を適用しま
す。 [アシスタント]機能は、これらのコールを [アシスタント]の転送先にリダイレクトします。

Manager Assistantのステータスウィンドウのコールフィルタリングアイコンについては、表
11：Cisco Unified IP Phoneのメッセージステータスアイコン, （51ページ）を参照してくださ
い。

   Unified Communications Manager 10.0(1) 向け Cisco Unified Communications Manager Assistant ユーザガ
イド

66

マネージャ機能の設定

マネージャのためのフィルタリストの作成



マネージャのためのフィルタリストの作成

手順

ステップ 1 [マネージャの設定]ウィンドウで、[包含]または [排他]タブをクリックして、適切な設定ウィン
ドウを表示します。

ステップ 2 [フィルタ]フィールドに、電話番号の一部または全部を入力します。
ヘルプが必要な場合は、[詳細情報]リンクをクリックすると、サンプルのフィルタが表示されま
す。

ステップ 3 次の操作でフィルタを追加、置換、または削除できます。

a) 新しいフィルタを追加するには、フィルタを [フィルタ]フィールドに入力し、[追加]をクリッ
クします。新しいフィルタがフィルタリストに表示されます。

b) 既存のフィルタを新しいフィルタに置換するには、フィルタリスト内の変更する既存のフィル
タを選択します。 [フィルタ]フィールド内のフィルタを変更し、[置換]を選択します。変更
したフィルタがフィルタリストに表示されます。

c) フィルタを削除するには、フィルタリスト内のフィルタを選択し、[削除]をクリックします。
削除されたフィルタがフィルタリストから削除されます。

ステップ 4 変更を保存します。

マネージャおよびアシスタントの設定の更新
管理者は、次の手順に従って、既存のManager Assistant設定のデバイスまたは電話に関する情報
を更新できます。デバイス情報は、次の場合に変更されます。

•デバイス名の更新

•電話機の電話番号の更新

•電話機の削除

•回線の変更

[Cisco Unified CMの管理]で、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 マネージャまたはアシスタントの設定の削除

ステップ 2 デバイスの関連付けの解除

ステップ 3 デバイスの更新

ステップ 4 デバイスの関連付け

ステップ 5 マネージャまたはアシスタントの設定の再作成
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